Current activities and challenge for sustainability education in universities ─ Experiences in Atomi University ─ by 宮崎 正浩 et al.
大学における持続可能性教育の現状と課題
─　　─63
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 10 号　（2010 年 10 月 15 日）
大学における持続可能性教育の現状と課題
─ 跡見学園女子大学における取組み ─
Current activities and challenge for sustainability education in universities
─ Experiences in Atomi University ─
宮崎正浩・長野基・高木庸・石渡尚子・吉村英子
Masahiro MIYAZAKI, Motoki NAGANO, You TAKAGI, 






































　また、「持続可能な開発のための教育の 10 年」を実施するために 2006 年に制定された、「わが






































































































































































































































































進する研究会の設置を呼びかけて、2008 年 5 月に設置されたものである。当初は、マネジメン




























－ CO2 削減量：4,386kg。この量は、杉の木約 313 本分の吸収量に等しい（例えば 50 年生の

































10 月～ 12 月
－　［新座キャンパス］食堂から出る廃油を原料とした石鹸作りを行った（出来上がった石
鹸は紫祭の提示に用いた）。




































































　新座キャンパスでは、2009 年 10 月から開始し、約 1ヶ月に 1回のペースで回収を行ってきて




























































































として利用される。真空貯湯型 80 リットルが 4基設置してある（写真 3）。さらに、太陽光発電






















　毎日 25kg 出る学生食堂の生ごみを乾燥させて堆肥の原料にし、「Ferris 300」という肥料がで








　野生生物が生息できる環境（Biotope）を学生と地域住民、建設業者との協力で 2003 年 7 月に
完成（写真 7）。裏山の自然植物と違和感なく繋がり、様々な昆虫が生息する。小川には雨水が
利用されている。2004 年には植物 93 種、昆虫 36 種、鳥類 8種が確認されている。2006 年には
ホタルを飛ばそうと、餌になるカワニナという巻貝類を繁殖させ、2007 年にゲンジホタル 40 匹
とヘイケホタル 200 匹の 2 種類の幼虫を放し、同年 6月にはゲンジホタル 5匹、ヘイケホタル
10 匹が確認された。
　その他蝶やトンボの生息調査なども行っている。
また、部室棟屋上もセダム（マンネングサ）が繁るビオトープ化し、鳥、昆虫の休息場、学生の
憩いの場としている（写真 8）。鳥が運ぶ種子で他の植物が混生してきている。ウッドデッキは
写真 6　生ごみのコンポスト化
写真 7　ビオトープ
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太陽光を遮断し最上階の部屋の温度上昇を抑えている。
⑦壁面緑化
　強い夏の西日を遮るため、西側の壁面を花の咲く蔓性植物で緑化している（写真 9）。サーモ
グラフィによると 10 度の温度差が得られる。ヘデラカナリエンシス、ヘデラヘリックス、ハゴ
ロモジャスミン、クレマチスアルマンディ、ノウゼンカズラ、トケイソウ、テリハノイバラなど
が用いられている。
4. 3　考察
　跡見学園女子大学もフェリス女学院大学も建物や設備面での環境配慮には顕著なものがある。
写真 8　屋上のビオトープ
写真 9　壁面緑化
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このような他校の施設は、学生が環境によい施設・設備を身近に見て体験できる点で環境教育の
点からも優れているといえる。しかし、これらは大学の建物の設計時に環境保全の方針で取り組
む必要であり、かつ、多くの場合はコスト高になることは避けられない。また、ビオトープなど
は維持管理にも人手と費用が必要となることに留意する必要がある。 （高木）
5．結論
　大学における環境教育に求められる活動は、①大学内での授業の中での環境教育、②教員によ
る環境保全に関する研究活動、③学生が主体となる環境保全活動、④キャンパス内も建物や設備
の環境配慮、に分けることができる。
　本稿では、上記のうちの②を除き、跡見学園女子大学における具体的な事例を紹介した。
　①については、マネジメント学部での 2年の実践ゼミナールや総合科目「サステイナブル・ビ
ジネス」で持続可能性をテーマとした教育が行われている。また、2年生に経験するインターン
シップでは、企業等での就業体験を通じての持続可能性教育の実践を行っている。③については、
学生を主体する活動として「跡見エコキャンパス研究会」が大学内の環境改善活動に取り組んで
いる。④については、文京キャンパスの建物や設備での環境配慮がされている。
　以上の個々の取り組みは、環境教育に一定の効果があると考えられるが、総合的に企画・調整
されているわけではない。今後は、大学での教育、学生の自主的な活動、大学の施設の管理運営
を相互に関連付けることで、大学全体としてより効果的な持続可能教育を検討し、実施すること
が課題であろう。
注
⑴　跡見学園女子大学サステイナブルビジネス研究会（ASBI）がその活動の一環として学生の指導・助言
を行っている。なお、ASBI メンバーは、吉村英子（代表）、宮崎正浩、高木庸、石渡尚子、禿あや美、
長野基の 6名である。
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※本稿は、平成 21 年度跡見学園女子大学特別研究助成費の助成を受けた研究成果である。ここに記して御
礼申し上げる。
